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同
窓
会
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト

を
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

本
部
の
活
動
も
、
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ほ

ぼ
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
５
年
以
内
に
全
支
部

統
合
を
目
指
し
て
ご
努
力
を
頂

く
中
、
７
月
30
日
現
在
で
、
15

支
部
の
統
合
を
済
ま
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
り

14
支
部
を
、
あ
と
二
十
ヵ
月
で

終
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
本
年
度
は
、
支
部
統

合
を
最
重
点
課
題
と
し
、
全
役

員
が
未
統
合
の
支
部
担
当
と
な

り
、
連
携
支
援
を
進
め
、
結
果

に
繋
げ
る
努
力
を
始
め
て
い
ま

す
。
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

母
校
は
今
、
統
合
の
メ
リ
ッ

ト
が
表
れ
始
め
て
い
ま
す
。
総

合
技
術
高
校
と
し
て
の
新
た
な

取
り
組
み
が
、
学
校
の
魅
力
と

し
て
地
域
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
生
徒
数
が
増
え
た

こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル

活
動
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と

等
で
す
。
定
期
総
会
で
行
わ
れ

た
、
生
徒
た
ち
の
活
動
発
表
内

容
は
、
両
校
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
成
長
を
続
け
て
い
る
様
子

を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
ん
な
後
輩
の
為
に
、
毎
年

２
０
０
万
円
、
授
業
並
び
に
ク

ラ
ブ
支
援
金
と
し
て
拠
出
し
て

い
ま
す
が
、さ
ら
に
本
年
よ
り
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
新
た
に
貸
し

付
け
る
事
業
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
「
母
校
の
隆
昌
」
に

繋
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

理
解
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
物
心
両
面
か
ら
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
校
再
編
の
過
程
で

は
教
育
委
員
会
事
務
局
担
当
の

一
人
と
し
て
関
わ
り
、
今
年
度

四
月
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た

が
、
開
校
四
年
目
の
本
校
に
、

す
で
に
卒
業
生
総
数
２
７
，

４
０
３
人
の
大
き
な
同
窓
会
が

あ
る
こ
と
に
、
心
強
さ
と
と
も

に
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
度
末
に
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

長
姫
高
校
と
し
て
入
学
し
た
生

徒
が
初
め
て
卒
業
し
、
最
初
の

第
一
歩
を
無
事
踏
み
出
せ
、
今

年
度
は
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す

と
こ
ろ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
校
生
徒
９
４
０
名
の
南
信
地

区
最
大
規
模
の
高
校
と
な
り
、

活
発
な
明
る
い
校
風
で
志
願
者

数
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
総
会
で
は
、
例
年
の

ご
支
援
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
校

外
で
の
教
育
活
動
に
利
用
し
て

い
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
安
全
性

を
ご
心
配
い
た
だ
き
、
新
た
に

リ
ー
ス
に
よ
る
更
新
を
ご
決
定

い
た
だ
き
ま
し
た
。
21
世
紀
型

学
力
育
成
に
先
進
的
に
取
組
む

本
校
で
は
、
部
活
動
以
外
で
も

校
外
で
の
教
育
活
動
が
増
え
て

お
り
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
ご

配
慮
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
数
々
の
ご
支
援

や
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
私
ど
も
教
職
員
も
全
力

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
本
校
の
最
強
の
応
援
団
と

し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

母
校
の
隆
昌
を
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Ｄ
Ｅ
長
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平
成
28
年
度
の
定
期
総
会
は
５
月
28
日

（
土
）
午
後
３
時
よ
り
飯
田
市
の
シ
ル
ク

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
母
校
の
三
澤
校
長
を
は
じ
め

と
し
た
学
校
関
係
者
と
関
東
・
関
西
・
中

京
地
区
の
代
表
者
を
お
迎
え
し
、
１
２
０

名
の
出
席
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
澤
会
長
か
ら
は
、
総
合
技
術
高
校
と

し
て
の
取
り
組
み
が
地
域
に
発
信
さ
れ
、

中
学
生
の
人
気
も
高
い
高
校
に
な
っ
て
い

る
と
現
状
に
触
れ
、
更
に
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。
同
窓
会
活

動
は
特
に
未
統
合
支
部
の
統

合
に
向
け
た
活
動
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
27
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
、
28
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
部
で
は
、
生
徒
の
活
動
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
全
学
科
の
生
徒

で
取
り
組
ん
だ「
門
扉
の
製
作
」「
商

業
科
の
高
校
生
が
主
体
の
楽
し
い

ま
ち
づ
く
り
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
部
の
テ
ッ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ

ー
」
以
上
３
部
門
で
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
に
会
員
は
、
後
輩

の
姿
を
頼
も
し
そ
う
に
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
例
年
の
ご
と
く
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
員
相
互

の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
開
催
さ
れ
る

同
窓
会
事
務
局
長
　
吉
　
川
　
文
　
人

会長あいさつ

テックレンジャーショー

学校発表（門扉製作）

　

平
成
14
年
に
長
姫
高
校
創
立
80
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
窓
会

が
貸
与
し
て
い
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
、14
年
の
年
月
が
経
ち
老
朽
化
し
、

走
行
に
も
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な

っ
た
た
め
新
し
い
車
を
考
え
て
も
ら

え
な
い
か
と
学
校
か
ら
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

　

執
行
役
員
、
理
事
会
に
お
い
て
検

討
し
た
結
果
、
同
窓
会
が
業
者
と
リ

ー
ス
契
約
を
結
び
学
校
へ
貸
し
出
す

方
式
を
決
定
、
５
月
の
定
期
総
会
に

お
い
て
承
認
さ
れ
今
回
新
調
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
同
窓
会
と
学
校
の
代
表

者
が
立
ち
会
う
中
、
安
全
祈
願
と
鍵

の
引
き
渡
し
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
「
古
く
な
っ
て
力
も

無
く
な
っ
て
い
た
の
で
非
常
に
あ
り

が
た
い
。
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
に
な

っ
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
以
外
で
も

校
外
へ
出
る
授
業
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
車
で
更
に
充
実
し
て
い
け
る
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

母
校
へ
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第１号議案

平成27年度　事 業 報 告
年　月　日  事　　　業　　　報　　　告

平成27.　4.　7 母校　入学式 （母校）

5.18 監査会 （育友会館）

5.25 執行役員会 （育友会館）

5.28 高森支部総会 （美好）

5.31 千代支部総会 （米川公会堂）

6.　3 第３回同窓会ゴルフ春季コンペ （高森カントリークラブ）

6.　7 松川支部総会 （松川中央公民館）

6.13 定期総会 （シルクホテル）

7.　4 上郷支部総会 （上郷公民館）

7.　7 執行役員会 （育友会館）

7.11 鼎支部総会 （大雅飯店）

7.12 松尾支部設立総会 （ほっ湯アップル）

7.12 座光寺支部総会 （座光寺公民館）

7.17 羽場支部総会 （吉澤旅館）

7.20 伊賀良支部総会 （小鈴）

7.25 橋北支部総会 （丸現）

7.26 龍江支部総会 （いまだ）

7.26 関東地区同窓会 （アルカディア市ヶ谷）

8.27 執行役員会 （育友会館）

8.27 学校と同窓会意見交換会 （ビーラックスマツカワ）

年　月　日  事　　　業　　　報　　　告

9.16 同窓会報第３号発行

9.26 丸山支部総会 （ウエストファーム）

9.27 橋南支部総会 （とりきん）

10.20 支部長・地区代表者会 （育友会館）

11.　1 中川支部総会 （JA 上伊那中川支所）

11.　6 第６回同窓会秋季ゴルフコンペ （飯田カントリー倶楽部）

11.14 第２回関西地区大会 （ホテルホップイン）

11.14 第８回飯田下伊那地区高校同窓会
中京地区合同懇親会 （中日パレス）

11.14 竜丘支部総会 （ドライブイン開善寺）

11.28 下條支部総会 （月下美人）

11.29 上久堅支部総会 （食工房十三の里）

平成28.　1.23 執行役員会 （舞鶴）

1.23 役員新年会 （舞鶴）

2.15 飯伊地区高校同窓会連絡協議会 （シルクホテル）

2.20 飯田長姫高校東海地区同窓会 （キャッスルプラザ）

2.21 伊賀良支部統合設立総会 （木下工務所）

3.　3 母校定時制卒業式 （母校）

3.　5 母校全日制卒業式 （母校）

3.13 喬木支部統合式典・定期総会 （福祉センター）

第２号議案

平成27年度　飯田OIDE長姫高等学校同窓会

収 支 決 算 書

自　平成 27 年４月 １ 日
至　平成 28 年３月 31 日

 収入決算額 15,573,783 円
 支出決算額 10,389,206 円
 差 引 残 額 5,184,577 円

収入の部 （単位：円）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減（△） 備　　　考

１　入 会 金 942,000 945,000 3,000 新入生315人×3,000円

２　維 持 費 8,540,000 9,125,900 585,900

　　⑴　一般納入金 6,300,000 6,937,900 637,900 振込965人　集金5,442人

　　⑵　卒業時納入金 2,240,000 2,188,000 △ 52,000
卒 業 生266人 ×8,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12人×5,000円

３　雑 収 入 680,329 567,212 △ 113,117 総会・新年理事会費・飯田自動車学校寄付金

４　繰 越 金 4,935,671 4,935,671 0

合　　　　計 15,098,000 15,573,783 475,783

支出の部 （単位：円）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減（△） 備　　　考

１　運 営 費 3,620,000 3,404,247 △ 215,753

総会費 1,000,000 958,556 △ 41,444

会議費 500,000 388,352 △ 111,648 新年会ほか
旅　費 100,000 147,812 47,812

需要役務費 700,000 534,527 △ 165,473

⑴水道光熱費 10,000 7,751 △ 2,249
⑵通信費 210,000 206,432 △ 3,568
⑶雑　費 80,000 23,298 △ 56,702
⑷事務費 400,000 297,046 △ 102,954 封筒代ほか
慶弔費 300,000 355,000 55,000 支部総会祝儀
人件費 1,020,000 1,020,000 0

２　事 業 費 5,182,000 4,984,959 △ 197,041

⑴ 学校支援事業 234,000 219,200 △ 14,800

会員歓迎費 154,000 139,200 △ 14,800

授業等支援協力金 0 0 0

　別途2,000千円を交付

　飯田自動車学校寄付金
クラブ活動助成金 80,000 80,000 0

競技大会褒賞金 0 0 0

⑵ 会報発行費 2,200,000 2,223,005 23,005 会報印刷・関係書類印刷等
⑶ 名簿管理費 130,000 129,600 △ 400

⑷ 手数料 1,700,000 1,738,742 38,742 集金・払込手数料
⑸ 負担金 170,000 136,080 △ 33,920

⑹ 支部育成費 550,000 380,000 △ 170,000

⑺ 助成金費 150,000 110,332 △ 39,668

⑻ ホームページ管理費 48,000 48,000 0

３　積 立 金 2,000,000 2,000,000 0

４　予 備 費 4,296,000 0 △ 4,296,000

合　　　計 15,098,000 10,389,206 △ 4,708,794

扇風機設置特別会計（貸付金）
 貸付残高 5,194,000円
 28.　3.11　　PTA返済金 400,000円
 28.　3.22　　学校返済金 400,000円
 貸付残高（28.　3.31） 4,394,000円
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積 立 金 明 細

 27年度始積立金 8,669,170円
 新規積立金 2,800,000円
 預金利息 1,838円

 年度末積立金 11,471,008円

平成 28 年３月 31 日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　目 摘　　　　　　要 金　　額 備　　考

定期預金 飯田信用金庫名古熊支店　№１ 274,441

〃 　　　　　〃　　　　　　№２ 265,896

〃 　　　　　〃　　　　　　№３ 506,046

〃 　　　　　〃　　　　　　№４ 2,028,358

〃 　　　　　〃　　　　　　№５ 64,534

〃 　　　　　〃　　　　　　№６ 3,000,637

〃 　　　　　〃　　　　　　№７ 800,170

〃 　　　　　〃　　　　　　№８ 2,000,000 27年度積立金

〃 　　　　　〃　　　　　　№９ 400,000 貸付返済金

〃 　　　　　〃　　　　　　№ 10 400,000 　　〃

信　　金　　計 9,740,082

定期預金 八十二銀行八幡支店　　　№ 11　　 1,730,926

合　　　　　計 11,471,008

監　査　報　告
　帳簿及び伝票を監査致しました結果、正確であることを証します。

平成 28 年５月 13 日

　　　　　　　　監事

　　　　　　　　監事

第３号議案

平成 28 年度　事 業 計 画

１． 平成 28 年度総会の開催

日　時　　平成 28 年５月 28 日㈯　午後３時
会　場　　シルクホテル　飯田市錦町１–10
内　容　　定期総会・在校生による活動報告

 ２． 学校支援事業

 ３． 会報第４号の発刊

 ４． 支部組織の拡大・充実の支援

 ５． 会員増強に関する事業

 ６． 執行役員会の開催及び正副会長会の開催

 ７． 理事会、支部長会の開催

 ８． 各委員会及び、各種会議の開催

 ９． 会員名簿作成・管理

 10． ホームページの更新、管理

 11． 会の目的推進に寄与する事業への補助

 12． 飯伊地区高校同窓会との連携

 13． 母校との連携

 14． その他執行役員会で必要とした事業

平成 28 年度　飯田 OIDE 長姫高等学校同窓会

収 支 予 算

自　平成 28 年４月 １ 日
至　平成 29 年３月 31 日

 収入予算額 16,492,000 円
 支出予算額 16,492,000 円
 差 引 残 額 0 円

収入の部 （単位：円）
科　　　目 予　算　額 前年度決算額 増　減（△） 備　　　　　　考

１　入 会 金 930,000 945,000 △ 15,000 新入生310名×3,000円

２　維 持 費 9,172,000 9,125,900 46,100

　　⑴　一般納入金 6,700,000 6,937,900 △ 237,900 振込1,000名　集金5,400名

　　⑵　卒業時納入金 2,472,000 2,188,000 284,000 卒業生309名×8,000円

３　雑 収 入 1,205,423 567,212 638,211 総会、新年理事会、マイクロバス使用料

４　繰 越 金 5,184,577 4,935,671 248,906

合　　　　計 918,217

第４号議案

支出の部 （単位：円）

科　　　目 予　算　額 前年度決算額 増　減（△） 備　　　考

１　運 営 費 3,800,000 3,404,247 395,753

総会費 1,100,000 958,556 141,444 資料、総会

会議費 500,000 388,352 111,648 役員会、支部長会、委員会

旅　費 130,000 147,812 △ 17,812 出張旅費

需要役務費 700,000 534,527 165,473

⑴ 水道光熱費 10,000 7,751 2,249

⑵ 通信費 210,000 206,432 3,568 電話代、切手代

⑶ 雑　費 80,000 23,298 56,702

⑷ 事務費 400,000 297,046 102,954 用紙、コピー代、封筒代

慶弔費 350,000 355,000 △ 5,000 支部総会祝儀

人件費 1,020,000 1,020,000 0

２　事 業 費 6,131,000 4,984,959 1,146,041

⑴ 学校支援事業 1,083,000 219,200 863,800

会員歓迎費 144,000 139,200 4,800 卒業証書ホルダー

授業支援金 0 0 0
　別途2,000千円を交付

　飯田自動車学校寄付金
ものづくり支援金 0 0 0

クラブ活動助成金 80,000 80,000 0

競技大会褒賞金 0 0 0

リース料 859,000 0 859,000 マイクロバス

⑵ 会報発行費 2,250,000 2,223,005 26,995

⑶ 名簿管理費 130,000 129,600 400

⑷ 手数料 1,750,000 1,738,742 11,258 集金手数料、払込手数料

⑸ 負担金 170,000 136,080 33,920

⑹ 支部育成費 550,000 380,000 170,000 支部設立奨励金、支部育成費

⑺ 助成金費 150,000 110,332 39,668 女性部、ゴルフ会

⑻ ホームページ管理費 48,000 48,000 0

３　積 立 金 2,000,000 2,000,000 0

４　予 備 費 4,561,000 0 4,561,000

合　　　計 16,492,000 10,389,206 6,102,794

　

５
月
28
日
開
い
た
同
窓
会
定
期
総

会
で
参
加
者
か
ら
募
っ
た
、
熊
本
地

震
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
、
飯
田
市

役
所
危
機
管
理
室
へ
届
け
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
７
４
，

９
１
８
円
に
会
か
ら
の
拠
出
を
加
え

た
10
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震

　
　  

被
災
地
へ

義
援
金
を
送
る
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平成27年度�
同窓会支援の対象事業一覧

支援対象事業 個人・団体名称 概　　　　　　　　要 助成額（円）

授 業 支 援 金
商業科

機械工学科

建築学科

教室用扇風機設置費用の償還

教科「総合技術」の教材開発費用

企業連携に関わる費用

講演会　講師謝礼金

400,000
19,896

102,133
10,000

ものづくり支援金
機械工学科

電気電子工学科

国家技能検定に関わる費用

国家技能検定に関わる費用
113,376
281,880

クラブ活動助成金

原動機部

野球部

電気部

コンピュータ制御部

バドミントン部

定時制電気工芸部

競技用電気自動車製作費用

グランド西側への防球ネット設置費用

ものづくりコンテスト／ロボット製作費用

テックレンジャー等活動費用

シャトル購入費用

生徒会ゆるキャラ着ぐるみの製作費用

227,532
234,181
253,412
220,765
32,316
33,642

競 技 大 会 報 奨 金

原動機部

原動機部

原動機部

原動機部

原動機部

建築学科

建築学科

建築学科

建築学科

建築学科

Ene-1GP MOTEGI　全国大会　総合１位

Ene-1GP SUZUKA　全国大会　総合１位

高校エコカーレース総合大会　各部門１位

EconoPower in GIFU　総合１位

エコデンレース競技　総合１位

全国高校生建築製図コンクール　金賞

全国高校生建築製図コンクール　銀賞

全国高校生建築製図コンクール　銀賞

全国高校生建築製図コンクール　銅賞

全国高校生建築製図コンクール　銅賞

15,000
15,000
5,000
5,000
5,000

10,000
5,000
5,000
3,000
3,000

助成合計金額：2,000,133円
（133円は預金利息）

※2,000千円は（一財）OIDE会の資金を充当しています。
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伊
賀
良
支
部
は
本
校
統

合
と
同
時
に
、
支
部
の
統
合

を
視
野
に
入
れ
、
旧
長
姫
と

旧
飯
工
の
役
員
間
で
、
前

向
き
に
話
し
合
い
を
進
め
、

各
々
の
総
会
に
は
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
、
代
表
が
出

席
す
る
等
、
統
合
に
向
け

て
の
理
解

を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
27

年
５
月
28

日
か
ら
、

平
成
28
年

２
月
17
日

迄
に
合
同

役
員
会
４

回
、
準
備
委

員
会
２
回
を

開
催
し
、
統

合
に
向
け
て

の
準
備
を
進

め
ま
し
た
。

　

統
合
設
立

総
会
は
、
平

成
28
年
２
月

　

喬
木
支
部
は
今
年

３
月
、
吉
澤
同
窓
会

長
立
ち
合
い
の
も
と

支
部
の
統
合
式
典
と

統
合
後
初
の
総
会
及

び
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。
工
業
側
新
理

事
27
名
の
加
入
に
よ

り
総
勢
63
名
の
理
事

に
よ
る
新
し
い
喬
木

支
部
の
誕
生
で
す
。

　

統
合
の
話
が
具
体

的
に
動
き
出
し
た
の

は
工
業
の
準
備
委
員

が
昨
年
３
月
の
定

期
総
会
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し

て
く
れ
た
時
か
ら
で

し
た
。「
工
業
側
の

統
合
に
よ
り
最
大
の
支
部
に

伊
賀
良
支
部
長
　
福
　
澤
　
善
　
紀

喬
木
支
部
統
合
の
経
緯

喬
木
支
部
長
　
林
　
　
　
修
　
亨

21
日
に
、
育
良
町
の
㈱
木
下
工

務
所
会
議
室
で
、
30
名
の
会
員

が
出
席
の
も
と
、
本
会
よ
り
吉

澤
会
長
と
長
谷
部
副
会
長
の
出

席
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

統
合
の
経
過
報
告
、
会
則
の
決

定
、
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

統
合
に
よ
り
当
支
部
は
旧

長
姫
７
０
０
余
名
、
旧
飯
工

５
０
０
余
名
の
計
１
３
０
０
名

を
越
え
る
、
同
窓
会
最
大
の
支

部
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ン
モ
ス

支
部
だ
け
に
、
そ
れ
な
り
の
問

題
も
あ
り
ま
す
。

　

統
合
し
た
か
ら
と
い
っ
て
直

支部だより支部だより

ち
に
統
一
し
た
事
業
を
行
う
の

で
は
な
く
、
当
分
の
間
は
夫
々

の
活
動
を
行
い
、
だ
ん
だ
ん
と

融
和
を
図
り
、
一
日
も
早
く
実

質
的
な
統
合
が
出
来
ま
す
様
に
、

お
互
い
に
確
認
し
合
っ
て
進
め

て
参
り
ま
す
。

協
議
を
静
か
に
見
守
っ
て
ほ
し

い
」と
の
要
望
で
長
姫
側
は「
色

よ
い
返
事
を
待
つ
婿
様
」
の
心

境
。
10
月
に
育
英
会
館
で
行
わ

れ
た
統
合
済
支
部
の
体
験
発
表

に
は
双
方
の
代
表
者
が
参
加
し

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。「
３

月
の
定
期
総
会
の
時
に
統
合
し

た
い
」
と
の
連
絡
を
頂
い
た
の

が
12
月
。
工
業
の
会
議
資
料
に

あ
っ
た
「
作
業
は
後
戻
り
無
し

で
進
行
要
」
は
統
合
に
向
け
た

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、

無
組
織
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
た

工
業
準
備
委
員
の
ご
苦
労
に
頭

が
下
が
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
共
同
作
業
は
「
ま
ず

一
杯
」。
そ
の
後
は
双
方
数
名

の
委
員
で
統
合
に
向
け
た
話
し

合
い
を
行
い
、
３
月
に
目
出
度

く
統
合
で
き
ま
し
た
。
当
面
は

Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
分
会
と
長
姫
分
会
で

会
費
徴
収
を
分
担
し
、
順
次
組

織
の
再
編
成
を
含
め
た
検
討
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。
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昭
氏（
商
業
13
回
）

と
原
正
彦
氏（
機

械
６
―
二
）喬
木

出
身
で
吉
澤
会
長

と
同
級
生
が
話
し

合
い
を
勢
力
的
に

進
め
て
い
た
だ
き
、

長
姫
３
名
、
工
業

２
名
で
設
立
準
備

会
を
立
ち
上
げ
て

数
回
の
会
合
を
開

き
ま
し
た
。
近
隣

で
先
に
統
合
し
て

い
る
中
川
・
飯
島

支
部
の
設
立
状
況

を
参
考
に
し
な
が

ら
同
窓
会
の
目

的
・
会
則
等
を
確

認
し
、
設
立
総
会
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
に
は
、
本
会
か
ら

吉
澤
会
長
、
中
川
・
飯
島
の
各

支
部
長
ご
列
席
を
賜
り
開
催
し

ま
し
た
。総
会
で
は
支
部
長
１
・

副
支
部
長
２（
長
姫
１
・
工
業

１
）理
事
13（
長
姫
11
・
工
業
２
）

事
務
局
１
等
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
16
日（
土
）に
、

駒
ヶ
根
支
部
設
立
総
会
を
開
催

し
、
旧
長
姫
、
飯
田
工
業
の
統

合
同
窓
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

統
合
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
、
市
内
在

住
の
飯
田
工
業
Ｏ
Ｂ
と
統
合
に

向
け
て
、
前
支
部
長
田
畑
利

駒
ヶ
根
支
部
統
合
に
つ
い
て

駒
ヶ
根
支
部
長
　
清
　
水
　
文
　
喜

　

橋
南
支
部
設
立
総
会
開
催
ま

で
の
準
備
と
し
て
昨
年
９
月
27

日
に
旧
長
姫
高
校
・
旧
工
業
高

校
よ
り
４
名
ず
つ
計
８
名
で
会

合
を
持
ち
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
し
て
進
め
る
か
の
検
討
を

始
め
、
設
立
役
員
の
人
選
か
ら

待
望
の
橋
南
支
部
設
立

橋
南
支
部
長
　
木
　
下
　
親
　
亮

日
程
的
な
も
の
の
決
定
を
み
て
、

再
度
こ
ん
ど
は
28
年
４
月
２
日

設
立
総
会
の
日
付
け
を
４
月
17

日
と
し
、
支
部
の
規
約
そ
し
て

役
員
と
町
内
毎
に
両
校
よ
り
理

事
の
選
出
と
呼
び
掛
け
に
入
っ

た
。

　

そ
し
て
、
平
成
28
年
４
月
17

日
本
会
よ
り
吉
澤
同
窓
会
長
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
13
名
の
出
席

を
得
て
、
各
々
自
己
紹
介
を
す

る
中
、
和
気
藹
々
に
両
校
同
窓

　

統
合
に
よ
り
支
部
も
長
姫
93

名
、
工
業
27
名
、
総
計
１
２
０

名
の
会
員
数
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
本
校
の
繁
栄
と
発
展
に
協

力
す
る
と
共
に
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

生
に
よ
り
橋
南
支
部
が
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
づ
は
同
窓
会
支
部
設
立
の

意
義
・
規
約
の
決
定
及
び
役
員

の
選
出
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、

一
層
の
友
交
と
同
窓
生
へ
の
今

後
の
呼
び
掛
け
を
依
頼
し
て
当

日
の
資
料
に
従
い
出
席
者
全
員

の
賛
同
を
得
ま
し
た
の
で
懇
親

会
へ
と
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　

両
校
同
窓
生
が
交
流
す
る
中
、

支
部
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
ご

意
見
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
と
出
ま

し
た
。
最
後
は
締
め
と
し
て
、

旧
工
業
高
校
校
歌
、
旧
長
姫
高

校
校
歌
、
そ
し
て
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ

Ｅ
長
姫
の
校
歌
を
聞
き
、
丸
上

副
支
部
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱

を
し
て
設
立
総
会
を
閉
じ
ま
し

た
。

×
　
×
　
×
　
×
　
×

　

去
る
５
月
28
日
で
の
同
窓
会

定
期
総
会
の
折
に
も
有
り
ま
し

た
が
、
５
月
30
日
付
で
支
部
統

合
推
進
強
化
期
間
と
言
う
事
で
、

６
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
迄
の

豊
丘
支
部
統
合
に
つ
い
て

豊
丘
支
部
長
　
小
杉
山
　
勝
　
彦

２
ヶ
月
間
の
内
に
是
非
豊
丘
支

部
も
立
ち
上
げ
て
下
さ
い
と
の

事
で
し
た
。
そ
う
は
言
っ
て
も

６
月
は
全
日
数
、
多
面
で
埋

ま
っ
て
居
て
動
け
ず
結
局
７
月
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校
同
窓
会
会
員
40
余
名
の
出
席

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
旧
校
同
窓
会
の
最
終

総
会
に
お
い
て
統
合
が
承
認
さ

れ
、
引
き
続
き
統
合
に
よ
る
新

上
郷
支
部
設
立
総
会
へ
移
行
し
、

新
支
部
役
員
・
会
則
・
事
業
計

画
・
予
算
案
等
が
承
認
さ
れ
、

　

平
成
28
年
７
月
２
日
、
同
窓

会
上
郷
支
部
設
立
総
会
を
開
催
、

旧
長
姫
高
・
飯
田
工
高
の
同
窓

会
支
部
を
統
合
し
、
新
上
郷
支

部
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
は
本
会
か
ら
吉
澤

会
長
・
今
井
・
宮
澤
両
副
会
長

の
ご
列
席
を
い
た
だ
き
、
旧
両

　

去
る
６
月
11
日（
土
）午
後
６

時
よ
り
、
飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫

高
等
学
校
同
窓
会
山
本
支
部
設

統
合
し
ま
し
た
、
よ
ろ
し
く

上
郷
支
部
長
　
渡
　
辺
　
輝
　
欣

統
合
し
た
同
窓
会
山
本
支
部
が
設
立

山
本
支
部
　
瓜
　
生

立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
窓
会
本
部
よ
り

吉
澤
会
長
が
来
賓
と
し
て
参
加

さ
れ
、
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。
ご
挨
拶
の
中

で
山
本
支
部
は
、
旧
長

姫
と
旧
工
業
が
一
つ
に

な
っ
て
の
同
窓
会
支
部

と
し
て
は
13
番
目
の
設

立
に
な
る
と
の
お
話
で

し
た
。

　

総
会
で
は
、
支
部
規

約
と
役
員
の
選
出
及
び

承
認
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
和
や
か
に
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
に
な
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

支
部
長

　

竹
村　

隆
夫（
旧
長
姫
）

副
支
部
長

　

竹
村　

泰
彦（
旧
工
業
）

会　

計

　

岡
山　
　

正（
旧
工
業
）

監　

事

　

松
井　

芳
之（
旧
長
姫
）

監　

事

　

金
澤　

英
雄（
旧
長
姫
）

地
区
代
表	

27
名

　

役
員
に
選
出
さ
れ
た
皆
様
に

は
大
変
で
す
が
、
統
一
さ
れ
た

支
部
の
運
営
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の

経
過
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め

て
お
き
ま
す
。

の
１
ヶ
月
の
有
余
か
ら
の
出
発

で
し
た
。
最
初
に
７
月
24
日
の

日
曜
日
を
設
立
日
と
定
め
、
逆

算
で
２
週
間
前
の
７
月
12
日
火

曜
日
を
役
員
理
事
会
と
し
、
１

日
か
ら
ま
ず
昨
年
27
年
度
に
集

金
等
で
お
世
話
に
成
っ
た
方
々

に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
一
人
ず
つ
顔

を
見
な
が
ら
設
立
に
向
か
っ
て

の
ご
理
解
を
戴
き
に
歩
き
、
各

地
区
毎
に
、
又
そ
の
細
分
の
自

治
会
担
当
の
皆
様
に
と
順
次
お

願
い
に
伺
い
ま
し
て
、
お
陰
様

に
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
心
良
く
ご
返

事
が
戴
け
、
事
は
着
々
と
前
進

し
ま
し
た
。
設
立
総
会
日
に
は
、

本
会
か
ら
吉
澤
会
長
、
常
任
顧

問
の
佐
々
木
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

提
出
議
題
な
ど
は
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
盛
大
に
行
う
事
が
出

来
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
と
に
か
く

旧
工
業
、
旧
長
姫
と
言
う
隔
壁

を
取
り
去
り
、
お
互
い
に
同
じ

村
内
に
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と

言
う
共
有
意
識
を
持
っ
て
仲
良

く
協
力
し
て
行
く
事
が
大
切
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
に
、
旧
長
姫

と
旧
工
業
の
代
表
者
数
名
で
同

窓
会
山
本
支
部
を
統
合
す
る
と

の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
母
校
の
統
合
に
伴

い
同
窓
会
が
統
合
さ
れ
た
の
だ

か
ら
支
部
も
統
合
す
る
の
は
理

解
で
き
て
も
、
活
動
内
容
や
会

費
の
集
金
方
法
の
違
い
な
ど
、

ま
た
出
身
者
が
支
部
員
か
居
住

者
か
と
い
う
意
見
も
出
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
何
回
か
の
話

し
合
い
を
重
ね
て
、
組
織
と
し

て
の
山
本
支
部
が
誕
生
し
ま
し

た
。
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飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学

校
同
窓
会
龍
江
支
部
総
会
は
、

７
月
９
日「
丸
山
の
湯
」に
お
い

て
、
役
員
な
ら
び
に
会
員
23
名

が
、
本
会
か
ら
吉
澤
会
長
が
出

平
成
28
年
度
龍
江
支
部
総
会
開
催

龍
江
支
部
長
　
塩
　
沢
　
敏
　
彦

席
さ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
鈴
木
支
部
長
は
、
支
部

設
立
時（
平
成
26
年
10
月
）

よ
り
支
部
の
立
上
げ
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

次
い
で
平
成
27
年
度
事

業
報
告
、
同
会
計
報
告
、

役
員
改
選
、
平
成
28
年
度

事
業
計
画
案
に
つ
い
て
説

明
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
承
認
決
定
さ
れ
た
。
終

了
後
懇
親
会
が
和
や
か
に

行
わ
れ
た
。
尚
、
当
日
16

名
参
加
に
よ
る
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
実
施
予
定
で
あ
っ
た

が
、
天
候
不
良
に
よ
り
延

期
し
た
。

為
、
引
き
続
き
役
員
を
担
っ
て

い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
役
員
の
紹
介
と
趣

味
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
活
躍

し
て
い
る
方
か
ら
の
チ
ョ
コ
ッ

ト
ス
ピ
ー
チ
を
毎
回
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
二
科
展
内
閣

総
理
大
臣
賞
受
賞
の
横
前
秀
幸

さ
ん
、
今
回
は
燻
製
工
房
代
表

の
木
下
重
幸
さ
ん
、
竹
の
会　

夢
里
人
代
表
米
山
正
克
さ
ん
の

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
出
席
し

た
皆
さ
ん
が
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
せ
る
よ
う
今
後
も
工
夫

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
支
部
で
は
、
以
前
よ

り
独
自
会
報
の
発
行
を
行
っ
て

　

同
窓
会
中
川
支
部
設
立
か
ら

２
年
を
迎
え
た
11
月
１
日（
日
）

に
平
成
27
年
度
総
会
を
、
本
会

よ
り
今
井
副
会
長
、
駒
ヶ
根
・

飯
島
支
部
か
ら
の
来
賓
を
お
迎

え
し
会
員
25
名
の
参
加
に
よ
り

開
催
し
ま
し
た
。

総
会
の
様
子
に
つ
い
て

中
川
支
部
長
　
久
　
保
　
益
　
美

　

校
歌
斉
唱
（
テ
ー
プ
併
用
）

の
後
、
事
業
報
告
と
決
算
の
承

認
、
事
業
計
画
と
予
算
案
の
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

今
回
は
役
員
改
選
の
年
（
２
年

任
期
）
で
し
た
が
、
継
続
か
ら

発
展
へ
の
活
動
向
上
を
目
指
す

新
支
部
は
力
強
く
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。

　

統
合
に
よ
り
上
郷
支
部
の
会

員
数
は
合
わ
せ
て
１
３
８
０
人
、

支
部
新
役
員
は
次
の
皆

さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

「
支
部
長
」渡
辺
輝
欣
、

「
副
支
部
長
」松
尾
勝

永
・
久
保
田
悌
司
・
志

水
健
一（
会
計
担
当
）・

篠
田
順（
事
務
局
長
）・

木
下
和
子
・
市
瀬
朋
子

の
６
名
。

「
監
事
」菅
沼
英
治
・
輿

勝
治
・
堀
口
好
雄
・
菅

沼
新
治
の
４
名
。

「
顧
問
」秋
山
肇
・
高
田

正
男
・
西
尾
眞
・
堀
内

健
次
の
４
名
。

「
相
談
役
」井
坪
隆
。

　

支
部
の
今
後
の
大
き
な
課
題

は
維
持
会
費
の
集
金
体
制
の
構

築
な
ど
で
す
。

お
り
、
支
部
の
決
算
報
告
・
会

員
の
紹
介
・
母
校
の
活
躍
状
況

な
ど
を
会
員
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
な
が

ら
母
校
へ
の
支
援
・
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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を
通
じ
て
の
事
業
を
計
画
し
て

い
ま
す
が
、
参
加
人
数
が
限
ら

れ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

統
合
さ
れ
た
両
同
窓
会
員
の
絆

を
深
め
る
べ
く
、
今
後
も
活
動

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

飯
島
支
部
で
は
、
Ｈ
28
年
度

の
定
期
総
会
を
、８
月
11
日（
山

の
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。
同

窓
会
を
統
合
し
て
か
ら
２
年
目

と
な
り
ま
す
。
ご
来
賓
と
し
て

本
会
か
ら
吉
澤
会
長
、
近
隣
支

部
の
支
部
長
、
そ
し
て
町
内
在

住
で
あ
り
元
工
業
高
校
時
の
校

長
で
あ
っ
た
上
原
先
生
、
ま
た

現
職
の
松
村
副
校
長
の
ご
臨
席

の
も
と
会
員
30
名
余
の
参
加
を

得
て
盛
大
に
出
来
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
は
役
員
改
選
に
当
り
、

新
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
ま

た
新
た
な
顔
ぶ
れ
の
元
に
出
立

と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
の
活
動
と
し
て
は
、
事

業
計
画
の
承
認
に
よ
り
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
べ
く
、
ゴ

ル
フ
や
マ
レ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー
ツ

飯
島
支
部飯

島
支
部
長
　
宮
　
下
　
覚
　
一

ま
し
た
。
来
賓
に
吉
澤
同

窓
会
長
を
お
迎
え
し
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
吉

澤
会
長
か
ら
総
合
技
術
専

門
高
校
と
し
て
の
母
校
の

多
岐
に
わ
た
る
活
動
実
績

や
、
同
窓
会
支
部
統
合
の

進
捗
状
況
等
の
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
議
事
で

は
、
27
年
度
の
活
動
報
告
・

会
計
報
告
な
ら
び
に
28
年

度
の
活
動
計
画
・
予
算
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
新
入
会
員
が
少
な
く
会

員
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
維

持
会
費
納
入
先
数
の
増
加
に
努

め
る
こ
と
や
、
多
数
の
方
の
親

　

平
成
28
年
７
月
23
日（
土
）に
、

橋
北
支
部
の
定
期
総
会
を
市
内

伝
馬
町
の「
丸
現
」で
開
催
し

橋
北
支
部橋

北
支
部
長
　
山
　
田
　
勝
　
利

睦
事
業（
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
等
）へ
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
続
い
て
親
睦
会
に
入

り
、
丁
度
、
高
校
野
球
県
大
会

の
終
盤
戦
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ

窓
会
の
学
校
支
援
事
業
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
り
、
今
年
度
は
支

部
の
統
合
を
集
中
的
に
推
し
進

め
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
今
年
度
の
支
部
事

　

平
成
28
年
度
の
高
森
支
部
総

会
は
５
月
18
日
に
町
内「
美
好
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
恒

例
の
親
睦
ゴ
ル
フ
に
10
名
が
参

加
し
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
３

名
の
参
加
者
が
好
天
の
下
で
腕

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
本
会
よ
り
吉
澤
章

夫
会
長
を
お
迎
え
し
、
25
名
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
支
部

長
挨
拶
に
続
き
、
吉
澤
会
長
か

ら
は
本
校
の
活
動
内
容
や
、
同

高
森
支
部
総
会

高
森
支
部
長
　
後
　
藤
　
英
　
一

業
・
会
計
の
計
画
案
が
審
議
さ

れ
、
ま
た
統
合
二
期
目
と
な
る

支
部
役
員
の
改
選
は
旧
工
業
側

は
全
員
留
任
、
旧
長
姫
側
３
名

の
交
替
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
吉
川
顧
問
の
乾
杯

に
よ
り
和
や
か
な
歓
談
の
時
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

て
、
春
の
選
抜
高
校
野
球
優
勝

の
思
い
出
話
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
談
義
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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林
　
日
出
登

　

同
窓
会
ゴ
ル
フ
会
コ
ン
ペ

は
年
２
回
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

春
季
は
６
月
、
秋
季
は
11

月
の
第
一
水
曜
日
と
決
め
て

あ
り
ま
す
。

　

今
回
が
６
回
大
会
と
な
り
、

平
成
27
年
11
月
４
日
に
飯
田

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
、

71
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
は
松
川
町
の
寺
澤
仁
さ

ん
と
、
一
般
の
部
で
高
森
町

の
小
笠
原
修
さ
ん
で
し
た
。

　

第
７
回
大
会
は
平
成
28
年

飯田OIDE長姫高校同窓会飯田OIDE長姫高校同窓会

ゴルフコンペ　　　開催ゴルフコンペ　　　開催第６回
  第７回
第６回

  第７回

　

今
年
に
な
っ
て
３
月
頃
で
あ
っ

た
か
同
級
生
か
ら
卒
業
し
て
60
年

に
な
る
の
で
各
ク
ラ
ス
の
在
郷
代

表
者
に
声
を
掛
け
て
同
年
会
を
催

し
た
い
と
の
電
話
が
来
た
。
そ
う

言
え
ば
50
周
年

を
昼
神
温
泉
で

60
数
名
を
集
め

た
の
が
５
・
６

年
前
だ
と
思
っ

て
居
た
の
に
と

歳
月
の
過
ぎ
る

早
さ
を
感
じ
た

次
第
で
す
。

　

早
速
地
元
の

常
連
幹
事
の

方
々
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
、
そ

し
て
出
欠
の
連

絡
は
が
き
が
届

い
た
。

　

平
成
28
年
５
月
24
日
25
日
と
昼

神
温
泉
清
風
苑
へ
三
々
五
々
、
３

時
を
目
標
に
遠
く
兵
庫
・
東
京
と

集
ま
り
出
し
、
入
浴
。
浴
衣
に
着

替
え
た
齢
７
７
・
８
歳
の
40
人
近

い
高
校
８
回
卒
商
業
科
の
面
々
。

　

皆
さ
ん
顔
は
そ
れ
な
り
に
歴
史

と
年
輪
を
感
じ
ら
れ
る
、
将
に

悠
々
自
適
な
境
域
に
入
っ
た
人
々

と
言
う
集
ま
り
と
な
っ
た
。
未
だ

若
者
に
は
負
け
な

い
酒
の
呑
み
っ
ぷ

り
だ
。
然
し
欠
席

者
の
中
に
は
「
体

調
不
良
」「
歩
行

困
難
」
で
と
言
う

人
も
あ
り
、
又
、

出
席
者
の
中
で
も

変
調
を
訴
え
る
人

も
あ
れ
ば
、
趣
味

に
人
生
を
委
ね
る

人
も
あ
り
と
、
時

間
を
忘
れ
て
楽
し

く
語
ら
い
合
え
た

一
日
で
あ
っ
た
。

　

鬼
籍
に
入
っ
た

人
も
20
人
を
越
え
、
10
年
後
の
同

年
会
は
「
リ
ニ
ア
に
乗
っ
て
集
ろ

う
」
と
再
会
を
約
し
て
商
業
科
の

60
周
年
同
年
会
は
終
わ
っ
た
。

（
木
下
親
亮 

記
）

卒
業
し
て
60
年
…

高
校
８
期
商
業
科
同
年
会

第６回ゴルフコンペ

第７回ゴルフコンペ

６
月
１
日
に
高
森
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
。
89
名
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝

は
東
京
の
森
谷
清
信
さ
ん
で

し
た
。

　

東
京
・
静
岡
・
名
古
屋
等

遠
方
か
ら
の
参
加
に
感
謝
申

し
上
げ
、
昭
和
60
年
・
61
年

卒
業
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
は

更
に
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
に
は
１
０
０
名
の
参
加

を
目
標
に
募
集
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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今
年
度
の
生
徒
会
テ
ー
マ
は

「
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」
で
す
。
こ
の
テ
ー

マ
を
元
に
生
徒
会
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
は
挨
拶
と
地

域
と
の
関
わ
り
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
挨
拶
は
執
行
部
、
生
活
委

員
会
、
部
長
会
、
代
議
委
員
会
で

協
力
し
毎
朝
昇

降
口
で
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域

と
の
関
わ
り
で

は
、
主
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員

会
と
協
力

し
、
や
ま

び
こ
マ
ー

チ
や
人
形

劇
フ
ェ
ス

タ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ

な
ど
地
域

の
皆
さ
ん

に
積
極
的

に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今

年
は
第
四
回
の
桜
姫
祭
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
の
文
化
祭
の

テ
ー
マ
が
「R

evolution

」
革

命
と
い
う
事
で
去
年
と
は

異
な
る
も
の
を
作
り
上
げ

よ
う
と
い
う
こ
と
で
役
員

全
体
で
様
々
な

意
見
を
出
し
合

い
、
去
年
と
は

ま
た
違
っ
た
文

化
祭
を
作
り
上

げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
専
門
科

の
生
徒
が
い
る

か
ら
こ
そ
だ
と

改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
残
り
少
な
い
生

徒
会
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
、
全
員
が
や
り
き
っ

た
充
実
感
と
や
り
が

やまびこマーチボランティア活動状況

生徒会活動報告生徒会活動報告
全
日
制
生
徒
会
長

　
３
年
Ｅ
組　

手
塚
駿
平

定
時
制
生
徒
会
長

　
４
年
Ｔ
組　

斉
藤
智
人

学校だより学校だより

　

定
時
制
生
徒
会
で
は
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
活
動
や
、
イ
ベ
ン
ト

を
ふ
ま
え
た
上
で
、
新
し
く
、
今

ま
で
に
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
違
う

こ
と
を
探
す
、
一
歩
踏
み
出
す
努

力
を
目
標
に
、
生
徒
会
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
新
入
生
歓
迎
会
で
は
、

一
人
で
も
多
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

挨拶運動実施状況

ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ト
に
行
き
会
話
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
一
年
で
一
番

大
き
な
行
事
で
あ
る
紅
姫
祭
で

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

作
っ
た
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
使

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る

な
ど
、
で
き
そ
う
で
で
き
な
か

っ
た
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
。

い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
様
々

な
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

やまびこマーチコースマップ
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今
年
の
桜
姫
祭
も
成
功
で
し
た
。
今
年
の
桜
姫

祭
の
テ
ー
マ
は
「Revolution

」
。
革
命
と
言
う

意
味
で
し
た
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
役

員
、
生
徒
全
員
で
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
桜
姫
祭
で
役
員
だ
け
で
な
く
、
係
員

や
多
く
の
生
徒
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
桜
姫
祭
が
順
調
に
進
み
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
解
決
で
き
ま
し
た
。

　

役
員
と
し
て
桜
姫
祭
に
参
加
し
て
、
運
営
す
る

側
は
と
て
も
大
変
で
し
た
が
桜
姫
祭
が
成
功
で
終

わ
っ
て
言
葉
に
で
き
な
い
達
成
感
が
溢
れ
て
き
て
、

委
員
長
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

みんなで作り上げた桜姫祭
文化祭実行委員会委員長　３年Ｃ組　熊　谷　賢　太

全 日 制
運 動 部
北信越高等学校総合体育大会　出場
⃝水泳部	 男子400ｍリレー
	 男子800ｍリレー
	 男子400ｍメドレーリレー
	 男子200ｍ個人メドレー
	 男子400ｍ個人メドレー
	 男子100ｍ背泳ぎ
	 男子200ｍ背泳ぎ
	 男子100ｍバタフライ
	 男子200ｍバタフライ
	 男子200ｍ平泳ぎ
	 男子400ｍ自由形
	 男子1500ｍ自由形
⃝柔道部	 男子団体
	 男子100㎏級
	 男子100㎏超級
⃝卓球部	 男子シングルス
⃝ボクシング	 男子ライトフライ級
⃝ラグビー		 男子団体

全国高等学校総合体育大会　出場
⃝ボクシング　　男子ライトフライ級

文 化 部
⃝吹奏楽部
第40回全国高等学校総合文化祭
　　　　　　　　　パレード部門出場
⃝商業研究部
ワープロ競技　団体　北信越大会出場
情報処理競技　個人　全国大会出場

部活動 2016年度１学期戦績部活動 2016年度１学期戦績

キッズタウン

アーチ
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二
年
前
の
総
合
優
勝
は

強
豪
チ
ー
ム
の
相
次
ぐ
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
る
も
の
で
し

た
が
、
今
回
は
私
た
ち
の

チ
ー
ム
力
で
車
体
、
モ
ー

タ
ー
、
運
転
技
術
そ
れ
ぞ

れ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

１
０
０
％
出
せ
た
結
果
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
に
は
助
成
金
に

よ
る
支
援
を
し
て
い
た
だ

き
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
大
会
で
結
果
を
出

せ
た
こ
と
が
恩
返
し
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

原
動
機
部
は

鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト
で
開
催
さ
れ

た
一
般
企
業
や

大
学
チ
ー
ム
を
含
め
た
90
台
が

参
加
し
た
電
気
自
動
車
レ
ー
ス

で
二
年
ぶ
り
二
回
目
の
総
合
優

勝
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
充
電
式
単
三
電

池
40
本
を
動
力
源
と
す
る
車
両

で
、
一
周
５
．
８
㎞
の
タ
イ
ム

ア
タ
ッ
ク
を
３
回
行
い
、
そ

の
合
計
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
激
し
く
、

カ
ー
ブ
が
連

続
す
る
た
め
、

強
力
な
モ
ー

タ
ー
と
、
軽

く
て
強
靱
で

空
気
抵
抗
の

少
な
い
車
体

と
運
転
技
術

が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま

た
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
限
ら

れ
て
い
る
た

め
３
周
走
行
で
き
る

消
費
方
法
も
重
要
と

な
り
ま
す
。
飯
田
工
業

高
校
時
代
に
製
作
し

た
車
体
を
年
々
改
良

し
、
モ
ー
タ
ー
は
大
会

に
合
わ
せ
た
設
定
と

な
る
よ
う
製
作
し
ま

し
た
。
ホ
イ
ー
ル
や
メ

ッ
キ
は
地
元
企
業
に

依
頼
し
、
飯
田
自
動
車

学
校
様
の
教
習
コ
ー

ス
を
お
借
り
し
て
走

行
練
習
や
車
の
調
整
、

デ
ー
タ
収
集
を
し
て
い

　
　
　

ま
す
。

部
活
動
報
告

原動機部　大会結果報告

2016 Ene-１GP  SUZUKA  KV-40

　　　　　　  チャレンジ全国大会
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長
姫
高
校

旧
２　

西
田　

由
雄

旧
19　

斎
藤　

康
司　

27
・
２

旧
19　

代
田　

建
一　

27
・
９

旧
19　

高
島　
　

舜

旧
19　

高
坂　

正
治

旧
19　

岡
庭　

立
彦　

25
・
10
・
16

旧
20　

市
川　
　

傳　

27
・
３
・
14

旧
20　

今
村　

栄
一

旧
21　

福
澤　

利
一　

25
・
４
・
２

旧
22　

永
田　

光
秋　

27
・
８
・
17

旧
22　

田
中
甲
子
男

旧
22　

兵
藤　

孝
夫

旧
23　

高
橋　

恭
恵　

25
・
11
・
15

旧
23　

中
原　

文
雄　

28
・
２
・
22

旧
24　

橋
都　

清
宣　

25
・
５
・
４

旧
24　

山
口　

忠
男　

26

旧
25　

藤
本　

英
美　

27
・
１
・
５

旧
25　

橋
都　
　

武　

27
・
６
・
26

併
１
土　

浅
井　

利
博　

27
・
９
・
６

商
１　

松
澤　
　

勝　

27
・
８
・
29

商
２　

林　
　

和
男　

27
・
１
・
30

商
２　

熊
谷　

久
雄　

27
・
４
・
３

建
２　

平
沢　

利
昭　

27
・
７
・
11

土
３　

康
野　

伸
治　

27
・
11
・
８

商
４　

岡
島　

佳
治　

26
・
２
・
27

土
４　

岩
崎　
　

豊　

28
・
３
・
24

土
４　

関　
　

博
光　

26
・
２
・
４

定
４　

後
藤　

国
男　

27
・
８
・
26

土
５　

村
沢　

潤
一　

27
・
９
・
28

定
５　

熊
谷　
　

實　

28
・
８
・
２

建
６　

林　
　

明
男　

27
・
11
・
５

定
６　

福
澤　

金
司

定
６　

筒
井　

光
男

商
７　

嶋
岡
史
農
夫

土
７　

竹
内　

一
郎　

26
・
２
・
17

建
７　

山
崎　

一
見　

27
・
５
・
11

商
８　

原　
　

利
文　

27
・
４
・
29

土
８　

原
田　

正
廣　

27
・
３
・
14

商
９　

亀
山　

由
和　

27
・
３
・
４

商
９　

宮
内　

広
介　

27
・
９
・
９

建
９　

鈴
木　

新
謹　

26
・
10

商
10　

市
瀬　

時
雄　

28
・
２
・
７

定
10　

佐
藤　

英
樹　

27
・
２
・
27

建
12　

城
田　
　

薫　

27
・
10
・
19

定
12　

原　
　

広
司

土
13　

原
田　

忠
司　

28
・
５
・
22

定
13　

若
林　
　

裕　

27

建
14　

大
原　
　

勝　

27
・
７

建
14　

知
久　
　

晃　

27
・
６
・
30

商
15　

北
原　

弘
子　

25

商
15　

宮
島　
　

登　

26
・
11
・
26

建
15　

佐
藤　

健
誠　

27
・
11
・
６

土
15　

北
原　

孝
郎　

26
・
12
・
28

土
16　

成
瀬　

次
男　

28
・
５
・
26

工
業
高
校

農
２　

市
原　

栄
松　

26
・
３
・
４

農
２　

森
岡　
　

明　

25

上
２　

大
島　

一
男

農
４　

岡
本
乃
ぶ
子

機
７　

井
上　

治
男　

25
・
12
・
４

電
７　

原
田　

敏
彦　

26
・
11
・
６

定
10　

竹
内　

昭
二　

28
・
６
・
２

機
11　

中
村　
　

勝　

28
・
５
・
30

定
12　

山
口　

勇
八

電
12　

佐
々
木
和
夫

電
13　

熊
谷　

幸
夫　

27
・
12

電
13　

中
村　

星
児

電
13　

伊
原　

文
明　

27
・
６
・
11

機
15　

安
田　

正
敏

機
16　

大
原　

正
義　

26

機
16　

原　
　

里
実　

27
・
1

電
16　

市
瀬　

多
聞　

28
・
１
・
10

電
16　

原　
　

康
臣　

25
・
11
・
１

定
18　

遠
山　

善
栄

電
19　

窪
田　

向
七　

25

機
20　

加
藤　
　

卓

機
21　

市
岡　
　

裕

機
56　

冨
内　

拓
斗

電
56　

福
島　
　

巌

注
）
ご
家
族
、
支
部
の
皆
様
か
ら
の

報
告
に
よ
り
、
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

三
遠
南
信
地
域
は
、
愛
知
県
東

部
の
東
三
河
地
域
、
静
岡
県
西
部

の
遠
州
地
域
、
長
野
県
南
部
の
南

信
州
地
域
か
ら
な
る
３
県
の
県
境

地
域
で
あ
る
。
古
く
か
ら
天
竜
川

や
豊
川
、
そ
し
て
塩
の
道
を
通
じ

て
交
流
を
育
ん
で
き
た
。

　

平
成
20
年
に
は
、
三
遠
南
信

地
域
の
将
来
像
を
「
三
遠
南
信

２
５
０
万
流
域
都
市
圏
の
創
造
」

と
し
た
「
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
現
時
点
ま

で
に
東
三
河
、
遠
州
、
南
信
州
の

三
地
域
を
エ
リ
ア
と
す
る
一
体
的

な
圏
域
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
交
流
・
連
携
を
更
に
推
進

し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
３
月
に
三
遠
南
信
自

動
車
道
の
鳳
来
峡
IC
か
ら
浜
松
い

な
ざ
北
IC
が
開
通
し
、
ま
た
、
同

年
４
月
に
静
岡
県
内
の
新
東
名
高

速
道
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、

愛
知
県
奥
三
河
方
面
と
の
ア
ク
セ

ス
利
便
性
が
向
上
し
、
観
光
・
製

造
業
流

通
等
の

産
業
分

野
や
医

療
・
福

祉
等
の

安
全
安

心
分
野

に
お
い

て
多
用

な
効
果

を
発
揮

し
つ
つ
あ
る
。

　

20
世
紀
の
工
業
化
の
進
展
の
中

で
、
東
海
道
を
代
表
さ
れ
る
西
日

本
国
土
軸
は
、
我
が
国
の
産
業
経

済
を
支
え
る
最
大
の
産
業
集
積
地

域
で
あ
り
、
一
方
、
日
本
海
側
の

地
域
は
、
太
平
洋
側
に
比
べ
て
産

業
集
積
が
遅
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
大
き
な
発
展
が
見
込
ま

れ
る
「
東
ア
ジ
ア
時
代
」
を
担
う

地
域
と
し
て
、
三
遠
南
信
自
動
車

道
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
21
世

紀
の
新
し
い
役
割
が
期
待
さ
て
い

ま
す
。

　

三
遠
南
信
自
動
車
道
が
全
面
開

通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
太
平
洋
ベ

ル
ト
地
帯
の
東
海
道
と
中
央
自
動

車
道
、
長
野
道
、
そ
し
て
北
陸
道

が
完
全
に
繋
が
り
「
日
本
中
央
回

廊
」
と
し
て
の
位
置
を
締
め
、
日

本
将
来
の
た
め
に
も
、
産
業
・
文

化
・
観
光
と
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
三
遠
南
信
自
動
車
道
の

建
設
が
、
平
成
31
年
天
竜
川
を
跨

ぐ
大
橋
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

南
信
地
域
は
全
線
開
通
を
し
、
リ

ニ
ア
と
共
に
夜
明
け
が
約
束
さ
れ

る
大
事
業
が
進
行
中
で
あ
る
。

（
木
下
親
亮
）

世
界
に
つ
な
が
る
日
本
の
中
央
回
廊

（
２
５
０
万
流
域
都
市
圏
の
創
造
）　　

三
遠
南
信
自
動
車
道

郷土の動き
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同
窓
会
報
の
第
４
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

 

今
回
も
総
会
の
様
子
、
支

部
か
ら
の
た
よ
り
、
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
の
寄
稿
、
学
校

の
様
子
等
々
多
彩
な
記
事
で

紙
面
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
感
謝
で
す
。

　
統
合
か
ら
４
年
目
を
迎
え

る
今
年
は
、
新
た
に
統
合
し

た
支
部
、
既
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
支
部
と
「
支
部
だ
よ

り
」
を
充
実
し
ま
し
た
。

 

生
徒
会
を
中
心
に
挨
拶
と

地
域
と
の
関
わ
り
に
力
を
入

れ
、
毎
朝
の
声
か
け
、
地
域

に
出
て
の
積
極
的
な
関
わ
り

な
ど
頑
張
っ
て
い
る
後
輩
の

活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し

た
。
同
窓
会
と
し
て
、
更
な

る
支
援
の
必
要
を
感
じ
ま
す
。

 

会
報
が
、
同
窓
会
員
相
互

の
情
報
交
換
と
在
校
生
と
の

絆
を
育
む
役
割
を
果
た
す
べ

く
編
集
委
員
会
一
同
頑
張
り

ま
す
の
で
、
益
々
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

編
集
後
記

⃝

平
成
29
年
６
月
３
日（
土
）

　
午
後
２
時
よ
り

⃝

会
場
：
シ
ル
ク
ホ
テ
ル

⃝

在
校
生
に
よ
る
研
究
発
表

♦
飯
伊
地
区
は
地
元
新
聞
広
告
、
全
国
へ
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

♦
多
数
の
同
窓
生
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　同窓会費の納入についてご協力いただき感謝申し上げます。

　各支部の統合も約半数の支部が統合し、その他の支部も統合に向け話し合いが行

われております。維持会費につきましても例年どおり年間1,000円をお願いするこ

とになっております。この会費は、母校の授業支援（2,000,000円）を主に、会員相

互の親睦・会報の発行等に使用させていただいております。趣旨をご理解いただき

会費の納入には是非ご協力いただきたいと思います。

　個々に会報を送付している会員の皆様には到着後早期にご送付をお願い致します。

　各支部においては、会報を届けていただいて集金をお願いします。

維持会費納入のお願い

平成27年度　卒業生進路状況
１．全般の進路状況

進　路 就　　　職 進　　　　　学
その他 計

課程・学科 企　業 公務員 自　営 大　学 短期大学 高専編入 専門学校

全日制

機械工学科 22 9 3 6 40

電子機械工学科 16 13 9 38

電気電子工学科 25 7 8 1 41

社会基盤工学科 15 3 3 1 8 1 31

建 築 学 科 14 1 4 14 1 34

商 業 科 31 1 2 14 21 69

定時制
普 通 科 9 1 1 3 14

機 械 科 9 2 1 12

計 141 5 0 38 19 0 69 7 279

２．業種別就職者数
業　種 農業

林業
建設 製造

電気
ガス

情報
通信

運輸
郵便

卸売り
小売り

専門技術
サービス

宿泊
飲食

生活関連
サービス

医療
福祉

複合
サービス

他の
サービス

公務員 計
課程・学科

全日制

機械工学科 22 22

電子機械工学科 13 1 1 1 16

電気電子工学科 4 14 4 1 1 1 25

社会基盤工学科 9 1 1 1 1 1 1 3 18

建 築 学 科 9 2 3 1 15

商 業 科 1 2 12 2 8 3 1 2 1 32

定時制
普 通 科 1 1 4 2 1 9

機 械 科 1 5 1 2 9

計 2 26 71 5 1 7 11 2 6 1 1 5 3 5 146

http://iida-oide-osahime-reunion.com
TEL&FAX　0265 ｰ 52 ｰ 2255

飯田OIDE長姫高等学校同窓会ホームページ


